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　医療の高度化・複雑化や国民の医療に対する期待の高
まりから，質の高い医療を提供する上で，看護が果たす
役割は重要である。反面，新人看護師の離職率は相変わ
らず高く，看護師の定着が難しい状況の中，日々提供す
る看護の質を担保することも大きな課題である。
　当看護部では，「赤十字の理念に基づいた，患者の人
権を尊重し，時代に即応した質の高い看護サービスの提
供」を理念に掲げて取り組んでいる。
　看護実践の質を高めるための取組の中で，現在力を注
いでいることは以下の二点である。第一に，CN（認定
看護師：以下CN）の育成と活動の支援を行なうことで，
看護実践の質をあげることである。　第二に，看護師の
臨床実践能力段階を把握する際に，「ナラティブ」（看護
における語り）を取り入れ，看護師の「ナラティブ」の
語り合いを通して互いの看護実践を深めている点であ
る。
　CNの育成と支援は，育成計画を策定し，分野毎の育
成目標人数を看護職員に提示している。CN教育課程へ
の受験支援として，志望者には，赤十字医療施設東部
ブロック内のCN会議が行なっている研修参加への派遣
や，院内CN公開会議への参加，関連部署への配属等を
行なっている。また，CNの活動支援として，CN会議
の開催や個々の活動企画の支援，学会参加への配慮など
資格継続の支援などを行なっている。
　CN会議は，看護部の定例会議として位置づけ，平成
19年度より月に一度の定例会議を開催している。活動
内容は，CN相互の活動支援を目的として，活動報告や
情報交換を行ない，必要があれば複数のCNがコンサル
テーションを行い，看護問題の解決を図っている。また，
CNMAPの作成やチャレンジ通信を発行し，認知度を高
める活動を行なっている。更に，年一度はCN公開会議
を開催し，CNを目指す人への動機づけの場としている。
　臨床においては複数のCNが関わることによって，複
雑な問題をかかえた症例に対する問題解決が図れてい
る。高血糖と足壊疽のために歩行困難だった症例が，糖
尿病CNと皮膚・排泄ケアCNの関わりにより歩行可能
となって退院した事例や，スティーブンス・ジョンソ
ン症候群患者が長期間絶食の状態から摂食・嚥下CNと
皮膚・排泄CNの関わりで経口摂取可能となった事例な
ど，高度な看護が展開されている。こういったCNの活
動は，現場の看護の質を向上させる効果が高いと考え
る。
　CNの教育活動による看護の質向上の一例として，重
症集中CNによるMini-ICLS研修を紹介する。当院で
は，救命救急センターを持つ施設でありながら，救急蘇
生に関する講習参加者が少なかった。平成19年度より
CNと集中治療科医師等が中心となり，研修を開始した。
受講者は，初年度は救急領域の看護師のみとしたが，一
般病棟の看護師からの希望が強く，次年度より参加者を
増やし，平成21年度末までに100名以上が終了する予定
である。参加者の反応として，実践に役立った，院外の
BLS講習を受講したい等の声が聞かれ，救急時における
看護の質向上が図れたと考える。
　「ナラティブ」を用いた看護の質向上への取り組みは
平成19年度から行っている。導入の目的は，日々の看護
を振り返ることで，看護の価値を見出し，看護の実践知
を積み重ね，学び合う組織づくりをすることである。初
年度は，新人看護師の「ナラティブ」を中心に12月頃か
ら同僚，師長が参加し語り合う場を持った。新人看護師
は，「自分が行なっていることは看護ではない」と悩む
時期に，同僚や上司からのフィードバックをもらうこと
で，自らの看護実践の価値に気付き，自信を取り戻して
いる。また，同僚や上司は，新人の「ナラティブ」から
普段感じ取ることができない成長を見ることができてい
る。次年度からは，更に中堅看護師の「ナラティブ」の
語り合いの場を設けた。参加者の反応として，「振り返
りの貴重な時間が持てた」「新人のころの思いに戻るこ
とができた」等の意見が聞かれ，このような場を持つこ
との意義が認められた。
　質の高い看護実践を目指した取り組みは，終わること
のない課題である。今後も，認定・専門看護師をはじめ
とした人材の育成や，看護を語り合うことを中心とした
学び合う組織づくりに力を注いでいきたい。
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